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ワイドな紙面1
P O I N T

2

１年 p.224 ～ 225

１年 p.28 ～ 29

1 年 p.226

ワイドな紙面を活用して，単元扉や章
扉には，授業の導入として使用できる
迫力のある写真を提示しています。

見開きの観察・実験のページを増
やしています。

手順を見やすくレイアウトしたり，図版
を大きく掲載したりしています。

結果を記録する際に参考となる，記録用
の表や，方眼紙も充実させています。

観察・実験の目的を掲載するなど，現行本よりも
内容を充実しています。

182 mm 210 mm

260 mm257 mm

現行 B5 判（平成 28 年度版） 新版 AB 変形判（令和３年度版）　新しい教科書では，現行の
B5 判の判型よりも広い AB 変
形判を採用しています。この変
更により，ダイナミックな資料
写真の提示や読みやすい紙面の
作成が可能になりました。

迫力のある単元扉・章扉1

わかりやすい観察・実験の手順2

編集部のイチオシ！

小学校の理科の教科書（全て AB 判以上の大きさ）に慣れた生徒に使
いやすい大判化した判形を採用しています。
AB 変形判への大判化により，資料性の向上やより見やすい紙面を実
現しています。

→検討の観点と特色　番号 16 30 52
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側注レス縦方向レイアウト2
P O I N T

2

平成 28 年度版 １年 p.202

平成 28 年度版 ３年 p.61

令和３年度版 １年 p.188

令和３年度版 ３年 p.209

紙面上部から下部に向けて縦方向に読み進められる
分かりやすい紙面レイアウトにしています。

側注レス縦方向レイアウトにより，文章を読みながら，それと対応する
写真や図版を探す手間が軽減され，内容により集中することができます。

側注ありのレイアウト
（平成 28 年度版）

側注レス縦方向レイアウト
（令和３年度版）

　新しい教科書では，側注を脚注に
変更し，これまでの中学校の理科の
教科書に設けられていた注釈等を入
れるスペースをなくしました。
　この変更により，上から順に読み
進むことのできる読みやすいレイア
ウトを実現しています。

学習の流れを追いやすいレイアウト1

資料写真・図版やコラムが見やすいレイアウト2

編集部のイチオシ！

新しい教科書の紙面レイアウトは，読み手が視点移動で迷わないこと
を最優先にしてデザインしています。具体的には，次の三つの原則を
意識しています。
①読み手の視点移動の動線が複雑にならないようにする。
②文章とその文章に結びつく写真・図版をできるだけ近くに配置する。
③本文は，ページの左側から始める。

→検討の観点と特色　番号 18 38 51
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ユニバーサルデザインへ の配慮3
P O I N T

2
※ UD フォントは，ユニバーサルデザイン（できるだけ多くの人に使いやすいデザイン）に基づいて設計されたフォントです。

本文の文字サイズを小学６年の教
科書から少しずつ小さくなるよう
に調整しています。

新版では，どの学年でも，現行本と比べて大きいサイズの文字を使用してます。

令和２年度版 小学理科６年の

本文の文字サイズ

20Q（約 14pt）

令和３年度版 中学理科１年の

本文の文字サイズ

18Q（約 13pt）

令和３年度版 中学理科２・３年の

本文の文字サイズ

17Q（約 12pt）

UD フォントを使用している箇所の一例
本文の文章

生徒キャラクターの吹き出し コラムの文章

編集部のイチオシ！

カラーユニバーサルデザインに配慮し，NPO 法人 CUDO（カラーユ
ニバーサルデザイン機構）の認証を受けています。
埼玉大学教授の名越斉子先生の監修により，特別支援教育に配慮した 
教科書を実現しています。

カラーユニバーサルデザインへの配慮1 ユニバーサルデザイン（UD）フォントを採用3

見開きの初出につけられた漢字のふりがな4

発達段階を考慮した文字サイズ2

　色覚の個人差を問わず，より多くの人が識別しやすい色づかい
「カラーユニバーサルデザイン」に配慮しています。特にちがい
がわかりにくい箇所には色名を記載し，平等な学びの実現を目指
しました。また，第三者機関である NPO 法人カラーユニバーサ
ルデザイン機構（CUDO）の認証を受けています。

　本文をはじめ，現行の教科書よりも大きいサイズ
の文字を使用しています。また，１年は２・３年よ
りもさらに大きいサイズの文字を使用しています。

平成 28 年度版 中学理科１・２・３年の

本文の文字サイズ

15Q（約 10.5pt）

参考

　教科書で使用しているほぼ全ての書体に，読みまちがえにくい UD フォント※を使用
しています。これにより，全体として，誰にでも読みやすい紙面を実現しています。

　中学校で学習する常用漢字には，単元の初
出だけではなく，原則として，見開きの初出
にふりがなをつけています。
　また，重要用語については，すべての漢字
にふりがなをつけています。

→検討の観点と特色　番号 18 48 49 53
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学力を定着させる四つの ステップ4
P O I N T

2 　単元で学習したことを定着させ
るための「基本問題」を，各単元
末に掲載しています。

　１年間に習得した知識・技能を
活用する「学年末総合問題」を，
各学年末に掲載しています。

ノートや下敷きで重要用語を隠し，
知識が定着しているかどうかを繰り
返し確かめることができます。

3 年 p.205

１年 p.76 ～ 77

２年 p.302 ～ 303

１年 p.74 ～ 75

要点をチェック1

要点と重要用語の整理2

　単元内では，章や節の最後で学習を振り返る「要点をチェック」を設定しています。細かいまと
まりごとに学習した内容をしっかりとおさえることができ，わからない部分をすぐに確認できるよ
うに参照ページも記載しています。

　単元のまとめとして「要点と重要用語の整理」
を設け，その単元で得た重要用語を確認できるよ
うにしています。

基本問題3

学年末総合問題4

基本問題の解答例は，各学
年の巻末に掲載されてお
り，生徒自身で，自分の理
解を確かめることができま
す。

学年末総合問題の解答例
も，各学年の巻末に掲載さ
れており，生徒自身で，学
年を通した自分の理解を確
かめることができます。

→検討の観点と特色　番号 9 34 44
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